
ワークショップ特別講演の案内 
  主催： 東京大学大学院薬学系研究科  

  協賛： 東京大学ライフイノベーション・リーディング大学院 

   東京大学ナノバイオ・インテグレーション研究拠点 

   ライカマイクロシステムズ株式会社 

                                      

「川本法」として知られている切片作製法は、演者がカルシウム輸送機構を解明するために開

発実用化した凍結切片作製法の事で、世界的に Kawamoto’s method として普及しています。 

本法では、凍結切片支持用の専用粘着フィルムを使用することにより、未固定非脱灰の骨や

歯、あるいはマウス等の小実験動物全身から形態が保たれた薄い凍結切片（1μmまで）を作製す

ることができます。作製された切片は多くの研究（組織学、組織化学、酵素組織化学、免疫組織

化学、遺伝子組織化学、GFP の観察等）に使用することができます。 さらに凍結乾燥した切片は、

遺伝子の分解が殆ど起こらない事から、LMD 用遺伝子解析用試料としても優れています。本法

は、実験動物以外に、植物、昆虫、術中迅速診断用等の凍結切片作製にも利用できます。 

最新手法（川本法 2008）では、専用の包埋剤、強力な切片支持用粘着フィルム、専用封入剤

等を使用することにより、組織の変形や収縮が殆どない永久切片標本を試料採取から僅か 20 分

で作製することができます。切片標本は専用樹脂で封入されるため、従来の切片と同様に組織を

鮮明に観察することができ、しかも永久標本とすることができます。本講演では、28 年の年月を経

て完成した「川本法 2008」について行います。 
 

講 演 ：【世界が認めた切片製法（川本法 2008）、（朝日新聞科学探求人より）】 
講 師 ：川本忠文先生 （鶴見大学歯学部RI 研究センター） 

日 時 ：平成 26 年 6 月 11 日（水）１0：00 ～１1：30 

場 所 ：東京大学大学院薬学系研究科 大学院講義室（南館４階４５５室） 
 
実 演 ：平成 26年 6 月 11 日（水） １3：00～１7：00   

平成 26 年 6 月 12 日（木） １0：00～１1：30   

                        １3：00～１5：00   

場 所  ：東京大学大学院薬学系研究科  

  ワンストップ創薬共用ファシリティセンター（南館３階３５３室） 
 
展示機器  ：凍結ミクロトーム    ２台 

 レーザーマイクロダイセクション  １台（デモ実施予定） 

 スライドスキャナー   １台 

 凍結装置    １台 
 

（見学時に、展示機器による切片作製等の体験をして頂く事ができます。） 

 

講演会・実演に参加希望の方は、準備の都合上 案内メールに記載した下記内容をご記入の上、

下記宛に事前登録をお願い致します（締切 6/9（月）） 

（氏名、所属、職名、講演会、実演会等への参加の有無、連絡メールアドレス等）  
 
（※メール件名は、「ワークショップ参加（お名前）」としてください） 

 

参加費は無料となっていますので奮ってご参加下さいますようご案内致します。 

 

【ご登録・お問合せ】 東京大学大学院薬学系研究科 ワンストップ創薬共用ファシリティセンター 

（E-mail: one-stop@mol.f.u-tokyo.ac.jp tel:03-5841-0279） 
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人犬歯非脱灰凍結切片（４μm） 

 

新鮮凍結切片 

（７日齢ラット：４μm） 

 

新鮮凍結切片（７ヶ月齢ラット：４μm） 

 

新鮮凍結切片（７ヶ月齢ラット：４μm） 

 


